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１．序論 

1970～1980 年代、瀬戸大橋の建設に向けて、3種

混合セメントの研究が行われていた。しかしながら、

その後においては、FA1)あるいはBFS を単独で用い

た研究はあるが、混合使用について検討した研究は

少ない。ここで近年、FA や BFS を使用することに

よって、初期強度は劣るが高い耐久性が見込まれる

「強度制御型セメント」2)が発案されている。 

以上を踏まえて、本研究では、FA と BFS を混合

使用したモルタルの、流動性、強度および物質透過

性を評価した。 

２．実験手順 

配合に関する実験ケースを表1に示す。FAやBFS

はセメントに対して質量比で置換し、W/B は①50%

②35%の 2 水準を設けた。また養生条件として、28

日間水中浸漬養生を行った後、気中養生を行った。 

試験項目は、スランプフロー、91 日圧縮強度、塩

化物イオン浸透深さおよび中性化深さである。なお、

物質透過性試験に関しては、28日間の養生後に、3%

塩化ナトリウム水溶液への浸漬、あるいは CO2濃度

5%・湿度 60%の中性化促進暴露を、56 日間に亘り

行った。その後に供試体を割裂し、硝酸銀水溶液や

フェノールフタレインアルコール溶液にて測定を行

った。なお、全ての供試体はφ50×100mm とした。 

３．実験結果 

(1)混和量がスランプフローに及ぼす影響 

図 1に、FA の混和量がスランプフローに及ぼす影

響を示す。これによると、BFS の混和に拘らず、

W/B=50%では FA の混和によらずに同等であった。

一方、W/B=35%では FA を混和することによって、

スランプフローは増加した。またこの傾向は、

FA/B=10%を混和するだけでも表れた。 

図 2 に、BFS の混和量がスランプフローに及ぼす

影響を示す。これによると、FA の混和に拘らず、

BFS の混和量によらずに、スランプフローは同等で

あった。 

表 1 配合に関する実験ケース 

FA/B(%) 

BFS/B(%) 
0 10 20 30 

0 ○ ○ ○ ○ 

15 ○ ○ ○ ○ 

30 ○ ○ ○ ○ 

                           B=C+FA+BFS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  FAの混和量がスランプフローに及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2  BFSの混和量がスランプフローに及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3 FAの混和量が材齢 91日の圧縮強度に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 BFSの混和量が材齢91日の圧縮強度に及ぼす影響 
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(2)混和量が圧縮強度に及ぼす影響 

図 3に、FA の混和量が材齢 91日の圧縮強度に及ぼ

す影響を示す。これによると、BFS の混和に拘らず、

FA を混和量が増加することによって圧縮強度は低下

した。 

図 4 に、BFS の混和量が材齢 91 日の圧縮強度に及

ぼす影響を示す。これによると、FA の混和に拘らず、

BFS の混和量によらず、圧縮強度は同等であった。 

(3)混和量が塩化物イオン浸透深さに及ぼす影響 

図 5に、FA の混和量が塩化物イオン浸透深さに及ぼ

す影響を示す。これによると、FA の混和量と塩化物イ

オン浸透深さの関係に、特徴的な傾向は見られなかっ

た。 

図 6に、BFS の混和量が塩化物イオン浸透深さに及

ぼす影響を示す。これによると、FA の混和に拘らず、

BFS の混和量が増加することによって、塩化物イオン

浸透深さは減少した。特にこの傾向は、W/B=50%のケ

ースにおいて顕著に表れた。 

(4)混和量が中性化深さに及ぼす影響 

図 7に、FA の混和量が中性化深さに及ぼす影響を示

す。これによると、BFS の混和に拘らず、FA の混和

量が増加することによって、中性化深さは増加した。

特にこの傾向は、W/B=50%のケースにおいて顕著に表

れた。 

図 8に、BFS の混和量が中性化深さに及ぼす影響を

示す。これによると、FA の混和に拘らず、BFS の混

和量が増加することによって、中性化深さは増加した。

特にこの傾向は、W/B=50%のケースにおいて顕著に表

れた。 

４．結論 

実験結果を表 2にて整理し、以下にまとめる。 

①BFS の混和に拘らず、FA の混和量が増加すること

によって、スランプフローはW/B=35%のケースでは

増加し、圧縮強度は低下し、中性化深さは増加した。 

②FA の混和に拘らず、BFS の混和量が増加すること

によって、塩化物イオン浸透深さは減少し、中性化

深さは増加した。 

表 2 実験結果のまとめ 

 FA の混和の影響 BFS の混和の影響 

スランプ 

フロー 

W/B=35% のケー
スにおいて FA=10%
混和するだけでも
増加した。 

混和量によらず同
等であった。 

圧縮強度 
混和量の増加に伴
い、低下した。 

混和量によらず、
同等であった。 

塩化物イオン 

浸透深さ 

特徴的な傾向は見
られなかった。 

混和量の増加に伴
い、減少した。 

中性化深さ 

混和量の増加に伴
い、増加した。特
に W/B=35%のケ
ースにおいて顕著
に表れた。 

混和量の増加に伴
い、増加した。特
に W/B=35%のケ
ースにおいて顕著
に表れた。 
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図 5 FAの混和量が塩化物イオン浸透深さに及ぼす影響 

 
図6 BFSの混和量が塩化物イオン浸透深さに及ぼす影響 

 
図 7 FAの混和量が中性化深さに及ぼす影響 

 

図 8 BFSの混和量が中性化深さに及ぼす影響 
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